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Ⅰ．はじめに
　近年の急速な少子高齢化と同時に生活習慣病およびこ
れに起因した要介護状態にある人々の社会問題に対し、
2001（平成 13）年に「21 世紀における国民健康づくり
運動（健康日本 21）」が策定され、2013（平成 25）年
度から 10 年間で取り組む新たな健康増進対策として、
「全ての国民が共に支え合い、健やかで心豊かに生活で
きる活力ある社会」を目指した「21 世紀における第 2
次国民健康づくり運動（健康日本 21（第 2 次））が進めら
れている（厚生労働省，2013）。全国における 65 歳以上
の老年人口は 25.6％（総務省統計局，2014）、豊田市に
おいても 20％（豊田市，2014）と全人口の約 4 分の 1 を
65 歳以上の老年人口が占めており、2060 年には全国で
39.9％となることが予測されている（厚生労働統計協会，
2014）。また、世帯にも変化が及び、全国において 65 歳
以上の者がいる世帯は全世帯の 44.7％であり、その中で
単独世帯（ひとり暮らし）は 25.6％を占めている（厚生
労働統計協会，2014）。その状況は、自身で健康管理を
行う必要のある単独世帯があることを示している。
　食生活の欧米化やライフスタイルの変化に伴う生活習
慣病（高血圧、糖代謝異常、脂質異常等）は増加し、そ
れらは心疾患や脳血管疾患の発症率を高くする要因とな
っている。このような高齢化社会における欧米化した生
活習慣の変化から、死亡原因の上位には悪性新生物や肺
炎、生活習慣病である心疾患、脳血管疾患が占めている
（厚生労働統計協会，2014）。全国的動向は本大学が位
置する豊田市においても同様の結果を示している（豊田
市，2012）。近年では「健康」に関する情報がテレビや
雑誌、インターネットを通じて容易に入手できる一方
で、情報の多様化によって正しい情報の選択が困難にな
っているのも事実である。
　文部科学省は、大学には大学で生み出された又は大学
に蓄積された知的資源を広く社会に提供する役割があ
り、公開講座や高校への出前授業など正課教育以外の教
育活動などによって地域社会へ還元していくよう期待し
ている（文部科学省，2008）。本学においても専門職業
教育機関・赤十字の看護大学として具備される知識や技
術を地域住民に広く役立てて頂く「市民への還元事業」
として公開講座を位置づけている。2007（平成 19）年
からは「開かれた大学づくり」の趣旨に沿って一般参加
者向けに特化して公開講座を開講している（黒川，
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2014）。また、本学は豊田市と包括連携に関する「相互
の発展と充実に資するため、地域社会の文化、教育、ま
ちづくり等の進行に関わる連携及び協力を推進する」に
あたり、協定書を締結している（安藤，2014）。これら
の趣旨を受け、成人看護学領域では生活習慣病予防をテ
ーマとした公開講座を継続して実施している。本稿で
は、2010 ～ 2013（平成 22 ～平成 25）年度の本領域に
おける公開講座の実践報告をする。
Ⅱ．平成 22～平成 25 年度公開講座の概要
１．公開講座の目的：本学が位置する豊田市の地域住民
に対して、健康増進に関係する内容の講義と演習を実
施することで、参加者の健康増進の一助となることを
目的としている。
２．公開講座開催の地域住民への周知方法
　本学の地域・企画課より本学近郊の豊田市、みよし市、
東郷町の役所における赤十字担当部署を通じての掲示、
豊田市広報への掲載、前年度の公開講座参加者へ案内状
送付、本学ホームページ内での募集を行った。
３．所要時間と構成
　公開講座の時間は約 2 時間である。構成は、公開講座
のテーマに関連した運動や食事等の講義と演習の 2 部構
成とした（講義と演習の配分時間は公開講座によって異
なる）。
４．質問紙実施方法
　平成 22 ～平成 25 年度における公開講座は 4 回実施し
た。テーマと日時については表 1 に示した。
１） 対象：平成 22 ～平成 25 年度「日本赤十字豊田看護
大学看護学部公開講座」参加者。
２） 方法：公開講座（講義・演習）終了後、参加者全員
に対して無記名の質問紙を配布した。質問紙の回答
は講義・演習終了後に 5 分程度で可能なものとした。
３） 項目：１）年代、居住場所、２）公開講座参加のき
っかけ、３）本学の公開講座の受講回数、４）公開
講座の感想、５）今後の公開講座の希望内容
４） 分析方法
　質問紙によって得られたデータは単純集計し、平成
22 ～平成 25 年度の 4 回の公開講座における同一質問項
目についての推移と比較を行った。データ集計には
Microsoft Excel ソフトを使用した。
５．参加者への配慮
　質問紙は、公開講座終了後に配布した。質問紙の回答
の有無は自由であり、回答は無記名式のため個人は特定
されないことを配布時に口頭で説明し、了承を得た。回
答時、大学関係者は回答する部屋から退室した。質問紙
は机上に置いて退室したことで、同意とした。質問紙の
回収は無記名を含め、参加者全て回収とした。また、公
開講座開始前に公開講座の様子を写真撮影し、写真はホ
ームページ等に掲載されること、写真撮影を拒否される
場合は申し出てもらうことを口頭で説明し了承を得た。
なお、日本赤十字豊田看護大学倫理審査委員会の審査を
受け、承認されている（倫理審査承認番号；2209）。そ
の後、公開講座の内容を変更したため、再度倫理審査委
員会の審査を受け、承認されている（倫理審査承認番
号；2417）。
Ⅲ．公開講座アンケートの結果
　質問紙の回収者数は平成 22 ～平成 25 年度を合わせて
110 名、回収率は 100％であった。
１．参加者の年代・居住地
　参加者の定員を約 30 名で募集した結果、平成 22 年度
23 名、平成 23 年度 33 名、平成 24 年度 29 名、平成 25
年度 25 名であった。参加者は平成 22 ～平成 25 年度の
4 年を通し、どの年度も 60 歳代が一番多く、次いで 70
歳代、50 歳代の年代が多く参加していた。
　参加者居住地は、平成 22 ～平成 25 年度の 4 年を通
し、どの年度も豊田市が一番多く、次いでみよし市や名
古屋市の本大学が位置する近隣市の居住者が多く参加し
ていた（図 1、図 2）。
実施年度 実施日 公開講座タイトル 主な内容 参加者人数
平成22年度 H23.3.12（土）健康のための運動療法 運動 23 名
平成23年度 H24.3.17（土）
生活習慣を見直そう！
運動：日赤体操
運動 33 名
平成24年度 H25.3.16（土）
生活習慣を見直そう！
健康的な食生活をはぐくむために
食事 29 名
平成25年度 H26.3.13（木）
生活習慣を見直そう！
高血圧を予防する食事について
食事 25 名
表 1　平成 22～25 年度　開催公開講座
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２．公開講座参加のきっかけ
　参加のきっかけは、平成 22 ～平成 24 年度は「案内
状」が最も多く、平成 25 年度では「広報」が多かった。
どの年度も「案内状」と「広報」をきっかけに公開講座
へ参加をしていた（図 3）。
３．公開講座参加の回数
　参加の回数は、平成 22 ～平成 24 年度は「3 回以上」
の参加者が多く、平成 25 年度は「はじめて」の参加者
が多かった（図 4）。
４．公開講座の感想
　公開講座に対し、平成 22 ～平成 25 年度の４年を通し
て「非常に良かった」と回答する参加者が最も多く、記
述回答では「参加してよかった」「実際に体験する事で
の学びとなった」等の意見があった（図 5）。
５．今後の公開講座内容への希望
　今後の公開講座への希望として、平成 22 ～平成 25 年
度の４年を通して「健康」「認知症」「介護」というキー
ワードの入ったテーマを希望しており、特に「食事」に
関連する希望が多かった。
Ⅳ．平成 25年度公開講座の紹介
　これまで 4 年間（平成 22 ～平成 25 年度）の公開講座
の概要と参加者の質問紙結果について述べてきたが、こ
こでは平成 25 年度の公開講座の具体的な内容を紹介す
る。
　講義と演習の 2 部構成として、第 1 部の講義は「塩分
摂取と健康」と「減塩の工夫」について各 30 分間講義
を行った（写真 1）。教材はスライドと配布資料を用い
図 1　公開講座参加者の年代
図 3　公開講座参加のきっかけ
図 4　公開講座参加の回数
図 5　公開講座の感想
図 2　公開講座参加者の居住地
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た。講義の中では、個別に興和株式会社ホームページ内
にある「あなたの適塩チェック」を用いて、自身の塩分
摂取状況を確認して頂いた。用いたチェック表は、厚生
労働省が推奨する食塩摂取の目標値との比較ができる特
徴がある。
　第 2 部の演習では、みそ汁の推奨塩分である「0.8％」
を基準として、「0.4％」「0.8％」「1.5％」の 3 種類を比
較した。更に、だし汁を加えた「0.4％」のみそ汁との
比較を行った。比較方法は、4 種類のみそ汁（各 50ml）
を試飲して頂いた。
　結果として、味噌を溶いただけの「0.4％」は「薄い」
もしくは「少し薄い」と回答していても、だし汁を加え
た「0.4％」のみそ汁は「美味しい」もしくは「少し濃
い」と回答する傾向が見られた。最後に、乾燥わかめと
麩の具を加えて、推奨されている「0.8％」のみそ汁を
試飲して頂いた。その結果、味噌を増量しなくても具を
入れる、だし汁を使用することにより、美味しく食せる
ことを体験して頂いた（写真 2）。
　質問紙の感想では、「減塩について関心がありました
が、なかなか減塩を実行できなかったのですが、この機
会でこれからの食事は注意していきたいと思いました」、
「話だけでなく、実体験があって参考になりました」、「減
塩する工夫がわかり、みそ汁の試飲ができ、天然だしの
良さがわかりました」、「感覚として具体的にわかってよ
かったです」、「減塩に日頃努めていますが、まだまだ勉
強不足だと感じました」等の多数の意見があった。ま
た、公開講座実施後に、本公開講座の具体的工夫点やみ
そ汁等を啓発ツールとした減塩啓発方法の検討等の問い
合わせがあった。
Ⅴ．まとめ
　参加者は、どの年度も 60 歳代が一番多く、次いで 70
歳代、50 歳代の年代が多く参加していた。仕事に追わ
れる日々から生活時間に余裕が出てくること等のライフ
スタイルの変化、加齢による身体機能の低下を自覚した
上でのセルフケア行動の見直しや自身の健康について考
える機会が多くなる 50 歳代～ 70 歳代の参加者が多いと
いう特徴を示したと考えられる。また、老年人口が増加
していること等の社会的背景からも自己の健康管理に意
識が向いていることが予測される。飯島（2014）は、
高齢化が進むに当たり、要介護にならないための施策の
重要性、要介護にならない時期を継続した自立した状態
の継続のためには、健康増進を普段から心がける。そし
て、高齢者自身が、できる限り自立を目指す社会システ
ムが求められるとしている。本学が実施している公開講
座は、自立した自己管理のスキルを身につけるきっかけ
の一つとなることを目指している。
　公開講座参加の多くが「案内状」と「広報」をきっか
けにしていることが示された。過去の公開講座参加者へ
「案内状」を郵送していることによって公開講座への参
加回数の積み重ねにつながっていると考える。今後も
「案内状」の郵送を継続することは今回の本領域が開催
した「生活習慣病予防」をテーマに継続に取り組んだ場
合は有効であり、参加者を維持することにつながると考
える。一方で、一定の参加者が繰り返し参加しているこ
とは、新たな参加者を拡げなければ生活習慣病予防の一
つとなる公開講座として機能しない可能性もあるため、
参加者への周知方法を検討していく必要がある。
　成人看護学領域では、公開講座を生活習慣病予防に視写真 2　公開講座の演習風景
写真 1　公開講座の講義風景
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点を置いた講義と演習内容とし、平成 22 ～平成 25 年度
は、「運動」と「食事」をテーマに公開講座を実施した。
平成 25 年度の公開講座参加者からも多数の「参考にな
った」「実体験できてよかった」等の意見があることか
ら、公開講座に参加したことにより、自身の生活習慣や
健康管理について考える機会になったと言える。本領域
で実施した公開講座は、約 2 時間という短時間の 1 回で
完結する内容としている。本講座のように短時間の教育
的な介入であっても、参加者の運動や運動習慣に対する
認識や気分に望ましい変化をもたらすことができ、様々
な効果的な健康教育方法として提案できる可能性を示唆
している（石黒，2012）。また参加者の「参加してよか
った」という多数の意見からも、短時間の講座であって
も、公開講座は生活習慣の改善となる有効な機会だと考
える。さらに、講義と演習を組み合わせる方法は、「健
康」に関する知識の普及と共に、「家でもやってみよう
と思う」等の意見のとおり、実生活における活用方法を
体験できるという点でも有効である。
　小林ら（2012）は、週 1 回全 7 回にわたって医歯薬
看心身系大学が連携し、運動療法・食事療法・口腔ケア・
薬の使い方を中心とした講義と実技指導を行っている。
その結果、体重や BMI、グリコアルブミン値が改善し、
66％の参加者の生活習慣が変わったこと報告した。この
報告から、「健康」に関連する内容をシリーズ化するこ
とで、生活習慣の変容に役立つと考える。
　また、地域住民の質問紙からは「健康」「認知症」「介
護」に関連した講座の希望が挙がっていることも踏ま
え、健康増進に関連する公開講座の開催を継続し、看護
系大学のもつ専門的知識や技術を活用した内容にしたい
と考えている。
Ⅵ．今後の課題
　今後は、医療を含めた社会的背景をより考慮した公開
講座の内容を検討し、シリーズ化の有無や公開講座の参
加者の参加後の追跡調査をすることで公開講座の効果を
確認する等の検討をしたい。そのうえで、今後の公開講
座の内容を決定することにより、参加者にとって自身の
生活習慣や健康管理について考える有効な機会としてい
く必要がある。
Ⅶ．終わりに
　社会情勢や生活環境が変化する今日、人々が自己解決
できない健康問題等について、日々検討していく必要が
ある。そして、本学のような専門性のある看護大学だか
らこそ可能となる支援方法の一つが公開講座である。公
開講座を継続していくことは、大学としての役割と社会
貢献、参加者が自己の健康と向き合う機会となり、人々
の健康維持と増進の一助となり得ると考える。今後も公
開講座の内容や実施方法について検討し、より良い公開
講座となるように努力したい。
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